
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書では、古代とは有史以来、1180 年の源

頼朝の挙兵までをいいます。中世とは、その後

の鎌倉時代から戦国時代までを指します。 

ところで、古代・中世の出来事と言えば、何

が思い浮かびますか？ 

学校では、聖徳太子や仏教伝来、奈良の平城

京と京都の平安京、武家社会の成立などを習い

ましたね。そしてその後の戦国大名の争いなど

は、大河ドラマなどでも馴染み深いと思います。 

そんな激動の時代、駿河国の東部、駿東郡で

はどのような出来事があったのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ↑天文 20 年（1551）9 月 21 日 

        今川義元、定輪寺に寺領などを不入の地として 

安堵（確認）する。 

↑“駿河国駿東郡大岡庄定輪寺”と

あり、1551年のこの古文書が、現在

知られる「駿東郡」の史料上の初見

です。 

大岡庄とは、沼津市から裾野市に

かけての地域を指します。 

 定輪寺は桃園にある曹洞宗のお寺

です。戦国時代には七堂伽藍を備え

た巨刹で、今川家の信仰が篤かった

と言われています。 

 裾野市史の編さん事業は、昭和 62年から始まりました。平成 3年、「資料編 深良用水」から

発行が始まり、最終巻である「通史編
つうしへん

Ⅱ」が発行されたのが平成 13年のことです。このように、

長い年月と多くの方々のご協力により編さんされた裾野市史は、私たちに、裾野市の成り立ちや

昔の人々の生活を教えてくれます。 

 最終巻の発行から 15年たった今、改めて裾野市史を例にとり、私たちの郷土史を紹介します。 

 

 

 

 

平成２８年６月 裾野市教育委員会生涯学習課 

 

古代編 

中世編  

  鎌倉時代 

  南北朝・室町時代 

  戦国時代 

別冊付録 中世系図集 

 

価格：6,000円 

 

販売・お問い合わせ 

生涯学習センター（市生涯学習課） 

住所：深良 435番地 

電話：055-992-3800 

全国旧国名図（国史大辞典の挿図による）  

 

「中世系図集」や「年代表」の付録つき 

永禄元年（1558） 

葛山氏元
うじもと

が、茶畑浅間神社の修造のための

勧進
かんじん

（寄付を集めること）を許可した文書 

 



葛山城祉は、中世の山城の典型を見ることができる 

頼朝の井戸の森（十里木） 

須山浅間神社棟札 

 

―古代― 

年 出来事 

飛鳥時代 ５９３ 

６４５ 

 聖徳太子、推古天皇の摂政
せっしょう

となる 

 大化の改新。蘇我氏滅ぶ 

奈良時代 ７１０ 

７５２ 

７８１ 

 平城京（現在の奈良市街地）へ遷都 

 東大寺（奈良）の大仏ができる 

 「駿河国言、富士山下雨灰」 

→富士山の下
ふもと

に灰雨
ふ

れり（富士山、噴火し、灰を降らせる） 

正史における富士山噴火の初見記事。平安時代末までに、少なくとも 

9 回ほどの噴火が確認される。特に平安時代、貞
じょう

観
がん

6 年（864）の大噴

火では山梨県側に大量の溶岩が流れこみ、剗
せ

の海
うみ

と呼ばれた湖が、精

進湖と西湖に分断されたとある 

平安時代 ７９４ 

９９５ 

 

 

１１５９ 

 平安京（現在の京都市街地）へ遷都 

 藤原道長が内覧
ないらん

（摂政就任前に大臣経験をつむための地位）となる 

その後、摂関政治による藤原北家
ほ っ け

の全盛期。「この世をば わが世とぞ思

う 望月
もちづき

の 欠けたることも なしと思えば」藤原実資
さねすけ

の日記「小右記
しょうゆき

」より 

 平治の乱 

   平清盛と源義朝
よしとも

の争い。清盛は義朝を討ち、その子頼
より

朝
とも

を伊豆の蛭ヶ
ひ る が

小島
こ じ ま

に流す。平氏は朝廷内の官職を独占し、全盛期を迎える 

 

―中世― 

年 出来事 

鎌倉時代 １１８０ 

 

 

１１８５ 

１１９３ 

 源頼朝が平氏を討つため、伊豆の豪族北条時政の力を借り挙兵 

 石橋山（現在の小田原市付近）の戦い →平氏方の大庭景親らに敗れる 

 富士川の戦い →平氏方は水鳥が飛び立つ音を敵襲と間違え敗走 

 壇ノ浦（現在の下関市）の戦いで平氏が滅びる 

 源頼朝による富士の巻狩。曾我兄弟の仇討ち事件 

→愛鷹・富士・箱根山の麓に広がる原野は藍沢原

と呼ばれ、鎌倉時代には将軍家や北条氏が何度

も大規模な狩りを行った。これには、政治的デ

モンストレーションや、軍事訓練の意味合いが

あった 

 鎌倉時代以降、中世を通じて大森・葛山氏の活動が見られる 

南北朝・ 

室町時代 

１３３３ 

 

１３３５ 

 

 

 後醍醐天皇、建武
け ん む

の新政
しんせい

で天皇中心の政治を取り戻す 

 しかし、公家を重んじた政治が武士の不満を生む 

 足利尊
たか

氏
うじ

、後醍醐天皇に対し鎌倉で挙兵 

 （足柄）竹之下
たけのした

の合戦 

 

 

 

１３３６ 

１３３８ 

１３９２ 

 

１４３０ 

１４６７ 

→後醍醐天皇方の新田義貞軍が竹之下の戦いで足利軍に敗れる。 

 藤原定家の玄孫にあたる二条
にじょう

為
ため

冬
ふゆ

卿は、後醍醐天皇方の公家大将と

して参戦するが、竹之下の戦いで敗れ、佐野原に退き討ち死にする。

この二条為冬卿をまつるのが、裾野駅南側にある佐野原神社である 

 南北朝の対立 

 足利尊氏が征夷大将軍に就任。京都に室町幕府を開く 

 3 代将軍足利義満が南朝と講和し、南北朝が合一 

義満が金閣を建造。その後、8 代将軍義政が銀閣を建造（完成は死後）。 

 この前後、大森氏の最盛期 

 応仁
おうにん

の乱。全国に波及し、権力争い・下剋上の戦国時代に移っていく 

戦国時代 
１５２４ 

 

 

 

 

１５５０ 

１５５３ 

１５７３ 

１５８２ 

１５９０ 

 須山浅間神社の棟
むな

札
ふだ

 

→棟札とは、建立や修造の際に、施工年月日や大工などを記した

板のこと。須山浅間神社は、社伝旧記によれば景
けい

行
こう

天皇の時代

（110）に日本武尊
やまとたけるのみこと

が創起し、欽
きん

明
めい

天皇の時代（552）に蘇
そ

我
がの

稲目
い な め

が再興したとある 

 この前後、葛山氏の最盛期 

 川中島の戦い（～1564 5 回） 

 信長、将軍足利義昭を追放し、政権を握る（室町幕府滅亡） 

 本能寺の変。豊臣秀吉が明智光秀を討ち、政権を握る 

 小田原攻め。奥州平定。豊臣秀吉が全国を統一する 

 

 大森氏と葛山氏 

藤原北家を祖とする。藤原道長と関白の地位を争って敗れた藤原伊周
これちか

、その孫である惟
これ

康
やす

が甲斐・

駿河の国司として鮎沢庄に住んだ。惟康の次男親
ちか

康
やす

が鮎沢庄大森（現在の深良）に住み大森姓を名乗る。

三男惟兼
これかね

が葛山に住み葛山姓を名乗り、大森・葛山氏の祖とされる。 

大森氏は鎌倉時代、幕府を後ろ盾に、駿東一体を支配下においていた。上杉禅秀の乱（1416）をきっ

かけに相模国に勢力を伸ばし、1430 年前後に小田原に本 

拠を移した。その後、北条早雲（伊勢宗瑞）による小田原 

攻め（1495）を経て滅亡した。 

葛山氏は、鎌倉時代から大森氏とともに駿東郡内に本 

  拠をおいて室町・戦国時代を通じて勢力を誇り、足柄路 

  をはじめ、この地方の重要な交通路を掌握していた。 

城址と居館址が今も残る。 

いかがでしたか？日本の歴史の重大事件の中には、裾野市に関連の深いものも数多くあります。今後、近世以

降も紹介したいと思っていますので、お楽しみに！ 

次号の『楽しい郷土史だより』は、市史第 8 巻 通史編 I の中から、江戸時代の富士登山について特集します。 
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